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扶　瀬　絵梨奈　
保育の表現技術「音楽Ⅰ」における専門的技術に関する考察
―ピアノ演奏時の視線行動の熟達差を通して―
₁．問題と目的
　幼児期に育つことが期待される感性および表現に関する事柄について、幼稚園教育要領	
（2008）	では「感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、
つくったりなどする」「音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなど
する楽しさを味わう」こと、また保育所保育指針	（2008）	では「音楽に親しみ、歌を歌っ
たり、簡単なリズム楽器を使ったりする楽しさを味わう」「感じたこと、考えたことなど
を音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、つくったりする」「保育士等と一緒に歌っ
たり、手遊びをしたり、リズムに合わせて体を動かしたりして遊ぶ」ことが内容として挙
げられている。これら領域「表現」における音楽的側面は“音を楽しむための音楽”であ
りながら、子どもの音楽表現活動を支えるための手段のひとつであるピアノの技術習得に
は多大な時間や労力を要するため、保育者養成校に在籍する学生にとっては“苦闘の音楽
の時間”となっていることが少なくない。特に保育者養成教育期間が 2年と限定されてい
る短期大学などに在籍する学生は、その期間内に現場が必要とするニーズに対応できる技
能を身に付けることが必要となるが、本学をはじめ多くの保育者養成校における入学試験
ではピアノの実技試験を課さず、また入学時の演奏レベルも問わないことから、在籍する
ピアノ初学者の割合は年々増加するとともに、入学時におけるピアノの技能レベルにはか
なりのばらつきが生じているのが現状である。この点に関して田崎	（2008,	2011）	は、現
場ではピアノを使用した音楽活動に対して苦手意識を持つ保育者が多く、現実的には保育
者の発信する音・音楽はピアノ演奏能力に左右され一定の質が保障されていない傾向にあ
ることを示唆している。無論、ピアノはあくまでも子どもの音楽表現活動を支えるための
手段のひとつではあるが、吉村	（1993）	は、音楽的技術が優れているとそれだけで子ども
たちの豊かな音楽的環境となれること、また、質の高い保育者養成には、技能の豊かさが
音楽を楽しむ人間性や音楽性、感情表現の育成に繋がることも示唆している。したがって、
現場の子どもたちへの音および音楽の質保障のためにも、保育者養成校における効率的な
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ピアノの学習方略を導き出すことは重要な課題であると思われる。ピアノ技能習得に関す
る先行研究を概観すると、主に伴奏形や運指のパターンに関するインターバルトレーニン
グに重きが置かれている	（宮脇ら ,	2008;	二宮ら ,	2012）。例えば、運指のパターンにおけ
るインターバルトレーニングの研究では、ピアノ初学者にありがちな自己流による指使い
などが影響し、ある音だけが突出してしまったり、フレーズの途中で音楽の流れが途切れ
てしまったりという問題が生じる。それらを修正するため、指の数と音の数の相関や強弱
の差異がある指と求められている音型・曲想の関係について説明し学習することで、ピア
ノ初学者は正しい運指のパターンなどを学習することが明らかとされている。
　しかしながら、これまでの先行研究の学習方略の問題としては、莫大な時間を要するた
め、養成期間が短い保育者養成校に在籍する学生にとっては、かなり困難な学習方略であ
るといえる。感覚器官と行為の連動をスムーズに実行可能にするための運動学習を促進で
きる方法は他にないのだろうか。特にピアノ初学者は楽譜上の視覚情報を素早く処理し、
その処理に基づいた運動を実行することが困難であると予想されるため、それらを解決で
きるような学習方略はないのだろうか。Kopiez	and	Lee	（2008）	によると、網膜上に映し
出された情報の中から素早く情報を処理できるピアニストほど初見能力が高いことや、初
見が上手なピアニストほど効率的な視線行動やあまり視線を動かさず、楽譜を見ているこ
とが明らかとされている。さらに、Furneaux	and	Land	（2003）	によると、初見が上手な
ピアニストほど今弾いている箇所よりも平均して 4〜 8音ほど先を見越して演奏している
ことが明らかとされている。
　また、ピアノの熟達差を検討した研究ではないが、注意の向きに関する先行研究による
と、初めての運動を学習する場合、注意を自己の身体運動	（インターナルフォーカス	（内
的注意）；例えば腕の動きや動作）	に向けながら学習する群よりも外側の環境	（エクスター
ナルフォーカス	（外的注意）；例えば、器具や目標となる外的ポイント）	に注意を向けた
群の方が運動学習は促進され、且つ、保持テストにおいてもエクスターナルフォーカスに
よって学習した群の方が運動をスムーズに実行していることが明らかとされている	（Wulf	
and	Prinz,	1998）。
　これらの先行研究から推論すると、視覚情報を処理する上で視線行動は 1つの大切な指
標になるが、視線行動後の運動学習に自己の運指へ注意を向けることはかえって運動学習
の促進を妨げることに繋がりかねないといえる。この点に関して著者も感覚的ではあるが、
学生の指導を通し、また自分自身の経験も含め、視線行動や注意をエクスターナルフォー
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カス	（外的注意）	に向けることで学習が促進されたことを実感している。
　そこで本研究はまず、ピアノ演奏時における視線行動の特徴について初学者と熟達者に
よる違いがあるか検討し、保育の表現技術「音楽Ⅰ（ピアノ）」における専門的技術に関
する考察を行い、保育者養成校へピアノ初学者として入学する学生への指導の在り方を検
討することを目的とする。
₂．本学に於ける指導の実態と学生の現状
　本学保育科は 388 名の学生が在籍する保育者養成課程である。1年次「音楽Ⅰ（ピアノ）」
と 2年次「音楽Ⅱ（ピアノ）」では、それぞれ個人レッスンが課されており、表 1のとお
りのレッスン時間が確保されている。また 2017 年度入学者 176 名（男子 4名、女子 172
名）のうち、入学時の調査において「ピアノの経験がまったく無い」と答えた学生は 38 名、
バイエルを学習していた学生は 72 名であった。バイエルを学習していた学生のうち、入
学時における進度が「バイエル 44 番未満」と答えた学生は 15 名、「バイエル 44 番以上〜
69 番未満」と答えた学生は 13 名、「バイエル 70 番以上〜 85 番以下」と答えた学生は 15 名、
「バイエル 86 番以上〜 104 番以下」と答えた学生は 29 名であった（表 2）。
表１．教員１人あたりの担当学生数 および 教授時間
一コマあたりの担当学生数 学生一人あたりの教授時間
音楽Ⅰ（ピアノ） 5〜 6名 7.5 〜 9 分
音楽Ⅱ（ピアノ）
※音楽Ⅰ（ピアノ）の再履修者を含む
5〜 6名 7.5 〜 9 分
表₂．入学時調査におけるバイエルの進度
入学時における進度 人数
未習（ピアノ経験がまったくない） 38
バイエルピアノ教則本　No.8-43 15
バイエルピアノ教則本　No.44-69 13
バイエルピアノ教則本　No.70-85 15
バイエルピアノ教則本　No.85-104 29
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　荻田（2012）は、ピアノ初学者の入学が急増している理由のひとつとして、稽古事の分
散化・多様化を挙げている。文部科学省（2001 年までは文部省）が全国の公立小学校 3
年生から中学 3年生までの児童・生徒を対象として 1985 年・1993 年・2007 年に行った「児
童・生徒の学校外学習活動に関する実態調査」「学習塾等に関する実態調査」「子どもの学
校外での学習活動に関する実態報告調査」によれば、男女とも幼少期において音楽関係の
ならいごとに触れる割合は、近年特に減少していることが分かる（表 3、表 4）。
　子どもの稽古事の多様化や、時代の変遷による住宅環境の変化によって、今後保育者養
成校へのピアノ初学者の割合はますます増加してくることになるだろう。そのような初学
者として入学してくる学生に対しても、熟達者に対しても、本学では 1年という短期間の
なかで演奏の基礎技術を効果的に身に付けさせるための方法として、音楽Ⅰ（ピアノ）の
科目内ではグレード制を用いている（図１）。
表₃．ならいごとの種類別学習者の構成（男子）
1985 年 1993 年 2007 年
１ 体育・スポーツ関係（55.6%） 体育・スポーツ関係（67.5%） 体育・スポーツ関係（86.3%）
２ 習字（43.2%） 習字（36.4%） その他（16.5%）
３ そろばん（23.2%） 音楽関係（17.4%） 習字（16.3%）
表₄．ならいごとの種類別学習者の構成（女子）
1985 年 1993 年 2007 年
１ 音楽関係（61.1%） 音楽関係（63.7%） 音楽関係（51.5%）
２ 習字（45.0%） 習字（45.9%） 体育・スポーツ関係（29.2%）
３ そろばん（25.1%） 体育・スポーツ関係（27.8%） 習字（28.6%）
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　入学時のピアノ進度調査表を参考に、学生は初回の音楽Ⅰ（ピアノ）の授業において各々
担当教員から入学時グレードが設定される。入学時グレードごとに一年で達成すべき到達
グレードが定められており、例えば未習の学生は入学時グレードが「0」となり、年 7回
行われるグレード試験のうちに「4グレード（＝バイエル 104 番終了）」まで到達するこ
とが条件となる。学生は 10 名の講師に、担当学生のグレードがおよそ均一となるよう割
り振られる。筆記課題と異なり、ピアノの練習には解けた量や到達点の見え難さが学習意
欲の低下に繋がりかねないが、このグレード制による目標と成果の可視化により、適切で
着実な進度を保ちながら継続して努力できる効果を生んでいると感じる。しかしながら学
生一人へかけられる時間（表１）のなかで指導できる内容は、大きな時間的・期間的制約
を受けており、特に初学者に対しては音の読み間違いやリズムの修正がレッスンの大部分
を占める日も少なくない。本来、音楽Ⅰ（ピアノ）をはじめとした基礎技能習得のための
科目が担う役割とは、音楽のリテラシーとして「正しく読み、弾くことができる」ための
具体的な方法を教授しながら自ら思考できる力を与え、領域「表現」における音楽活動を
支えるのに不足しない技術を身に付けさせることなのではないか。演奏技術に不安の無い
学生や保育者は、喜びをもって音楽を表現し、音楽を味わい始め、幼稚園教育要領や保育
所保育指針に示されるねらい達成のための一翼を担うことができるだろう。僅かな教授時
間のうちにもピアノ初学者が身に付けることができる、効果的で即効性のある学習法を求
図１．名古屋柳城短期大学ピアノグレード表
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め、本稿では以下の研究により視覚の面から探っていく。なお、本研究は予備テストとし
てピアノの熟達者と初学者の視線行動に差異が生じるか検証するため、眼球運動を測定し、
その結果について考察していく。
₃．研究の方法
　ピアノに関する事柄についてのアンケート（課題 1）と、熟練度による演奏時の視線特
徴抽出のための実験（課題 2）によって行った。
　課題 1に用いた調査内容は次の 3項目である。
　課題 2は、下記の通り実施した。
　・対　象：保育者養成短期大学に在籍する学生 2名（1年生）
　・実施日：2017 年 8 月 8 日
　・実験手続き：眼球運動の計測に使用した機器は角膜反射法の検出原理を利用した眼球
運動検出器を備えた眼球運動データ処理システム	（株式会社竹井機器社製）	を用い、9点
のキャリブレーションを実施した後、本試行を行った。計測は右目の単眼に対してサンプ
リングレート 30Hz で行われた。実験参加者には研究に関する説明をし、十分理解した後、
いつもピアノを弾いている椅座位姿勢を保ち、弾き慣れた曲と初見曲の 2曲を演奏した際
の視線行動を測定した。
　本研究における熟練の定義は、学習期間 1年未満を未熟練者、1年以上 5年未満を中級
者、それ以上を熟練者とした。また、本学で音楽Ⅰ（ピアノ）の授業を履修する全学生
が持っているグレード（図 1）を用い、上記の学習期間に加え入学時のグレードが 0〜 4
グレード（＝バイエルを学習）の学生を未熟練者、5A〜 13 グレード（＝ツェルニー 100
番またはツェルニー 30 番を学習）を中級者、14 グレード（＝ツェルニー 40 番以上を学
習）を熟練者とした。今回の実験では、4グレードの未熟練者と 14 グレードの熟練者の 2
名を比較する。
　課題 1において未熟練者と熟練者の間に明確な差が表れたのは、演奏時に頭の中に浮か
んでいる内容であった。演奏時における視線の自覚については両者ともに「楽譜全体をな
① ピアノの練習スタイルについて（一週間あたりの日数・一回の平均練習時間）
② 演奏時、頭の中に浮かんでいるものについて
③ 楽譜を見ながら弾く時、目で追っているものについて
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んとなく見ている」「楽譜上に書かれた事柄（楽譜上の指示、先生から受けた指導の内容
など）を見ている」と答えていた（表 5）。
　課題 2として用いた弾き慣れた曲には、前期のピアノ実技中間試験（グレード試験の 3
回目を兼ねる）曲の演奏を指定した。これは全学生が同時期（試験の 4週間前）に与えら
れた課題であることから練習期間の差違がなく、グレードごとに課題曲が提示されるため
学生の実力に見合ったものを課題とできることから選択した。初見曲には、ハインリヒ・
ケーラ	Louis	Heinrich	Köhler（1820-1886）〈半音階のポルカ〉の冒頭 16 小節を使用した。
この楽曲は併用曲として、バイエル教則本の巻末に付録されている。どちらの被験者もバ
イエル教則本は終了していることから演奏技術面に不足は無いものとして選択した。（譜
例 1）アイカメラの装着とキャリブレーションを終えた後、被験者は自由曲を演奏、続い
て初見曲（予見時間なし）の順で演奏した。
₄．結果と考察
　本研究の目的は、ピアノ演奏時における視線行動の特徴について未熟練者と熟達者によ
る違いがあるか検討し、音楽Ⅰ（ピアノ）における専門的技術に関する考察を行い、保育
者養成校へピアノ初学者として入学する学生への指導の在り方を検討することであった。
これらを検討するため、各課題曲の演奏時における眼球運動移動平均速度と平均注視時間
および視線行動を算出した。
表₅．ピアノに関する事柄についてのアンケート（課題１）
調査内容 未熟練者（4グレード） 熟練者（14 グレード）
１週間当たりの練習日数 １日置き 毎日
１回の平均練習時間 気が済むまで 気が済むまで
ピアノ演奏時、頭の中に浮かん
でいるものは何ですか
・楽譜に書かれた事柄（楽譜上
の指示、先生から受けた指導
の内容など）が浮かんでいる
・メロディーラインが階名（ド
レミ…）で鳴っている
楽譜を見ながら弾く時、目で
追っているものは何ですか（複
数回答可）
・音符を見ている
・楽譜全体をなんとなく見てい
る
・楽譜に書かれた事柄（楽譜上
の指示、先生から受けた指導
の内容など）を見ている
・指番号を追っている
・音符を見ている
・楽譜全体をなんとなく見てい
る
・楽譜に書かれた事柄（楽譜上
の指示、先生から受けた指導
の内容など）を見ている
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　まず、弾き慣れた曲に対するピアノ未熟練者とピアノ熟練者の眼球移動速度（目の動き
の速さ）を比較した結果、ピアノ未熟練者は、232.65	deg/sec であったのに対して、ピア
ノ熟練者は 164.11	deg/sec であった	（図 2）。次に、同課題における平均注視時間を比較
した結果、ピアノ未熟練者が 2.18	msec、ピアノ熟練者は 9.48	msec と 1 つ 1 つのポイン
トに対する注視する時間はピアノ熟練者のほうが、約 4.3 倍と長く見ていたことが示され
た	（図 3）。
　これらの結果から、弾き慣れた曲に対するピアノ未熟練者とピアノ熟練者の特徴として
は、ピアノ未熟練者は多くの情報を取り込もうと様々な個所へ素早く目を向け演奏してい
るのに対し、ピアノ熟練者はポイントとなる点にのみ視線を向け演奏していたことが予想
される。しかし、演奏の技術差はあるにしても、弾き慣れている曲であるにも関わらず眼
図₂．弾き慣れた曲における平均眼球移動速度の差
図₃．弾き慣れた曲における平均注視時間の差
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球運動に差異が生じるのだろうか。この点に関しては、短期記憶が影響していると思われ
る。ピアノの演奏時に熟練したピアニストは、今弾いている音符よりもこれから鳴らすべ
き音符を見ていることが明らかとされている	（Furneaux	and	Land	 ,	2003）。つまり、ピ
アノ熟練者は 1つ 1つの音符を見ながら弾いているのではなく音符をチャンク化して見て
いる可能性があるということである。それに比べ、ピアノ未熟練者がせわしく眼球を動か
していたのは、1つ 1つの音符を見ながら弾いていたことからこのような結果が生じたと
思われる。では、両者はどのような視線行動のパターンをしているのだろうか。この点に
関して、図 4と図 5に結果を示した。縦軸と横軸の 0が基準となり、鍵盤と楽譜の間を示
している。つまり、横軸の 0よりも下にいくほど手先を見ており、上にいくほど楽譜を見
ていることを意味する。その結果、ピアノ未熟練者は手元を楽譜よりも多く見ていたのに
対し、ピアノ熟練者は楽譜と手元を同じぐらいの割合で見ていることが示された。また、
視線行動のパターンの特徴としては、ピアノ未熟練者は三角形の形状を描くような視線行
動パターンを示し、特に譜面と手元の視線の行き来よりも、両手間の視線の行き来が多く
行われていることがうかがえる。一方で、ピアノ熟練者の視線行動パターンは中心に視点
を置き、四角形の対角線を結んだような形状が表れ、譜面と手元間および両手間の視線の
行き来が等しく行われている。これらの結果から、ピアノ未熟練者は 1つ 1つの音符、両
手間といった 1つ 1 つに注意を向け中心視で確認しつつ演奏しているのに対して、ピア
ノ熟練者は周辺視で確認しつつ演奏していることが考えられる。この点に関して Rayner	
and	Pollatsek	（1997）	はピアノ熟練者の周辺視について検討しており、その結果、ピアノ
熟練者は楽譜の中心的位置に焦点を合わせ、周辺視野で中心視の周囲の音符を認識してい
ることが明らかとされている。したがって、ピアノ未熟練者は、音符を「C」、「U」、「P」
といったように 1つ 1つ確認しつつ、そこにチャンク化された固まりとしての認識がない
ということ、また、認識が 1つ 1つのため、動作プログラムも 1つ 1つといった単一的な
ものになってしまうという特徴が見られた。一方で、ピアノ熟練者は音符をチャンク化し
ているため、視点を固視することができ、演奏がスムーズに行われたと考えられる。なお、
弾き慣れた曲において、ピアノ未熟練者はカール・ツェルニー	Carl	Czerny（1791-1857）
〈100 番練習曲〉よりNo.19 全 16 小節（譜例 2＝以下楽曲A）、ピアノ熟練者はツェルニー
〈50 番練習曲〉No.3 の冒頭 23 小節（譜例 3＝以下楽曲 B）を演奏している。楽曲Aの音
域は「と音〜上 3点ト音」、楽曲 Bは「下一点い音〜上 3点ホ音」と、打鍵音域について
の大差はないことから、上記の解釈は妥当と思われる。
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　次に、初見曲に対するピアノ未熟練者とピアノ熟練者の眼球移動速度（目の動きの速さ）
を比較した結果、ピアノ未熟練者は、81.66	deg/sec であったのに対して、ピアノ熟練者
は 42.45	deg/sec であった	（図 6）。さらに、同課題における平均注視時間を比較した結果、
ピアノ未熟練者が 38.82msec、ピアノ熟練者は 3.94msec と弾き慣れた曲とは真逆の結果
が表れた（図 7）。
図₄．弾き慣れた曲における未熟練者の視線行動
図₅．弾き慣れた曲における、熟練者の視線行動
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　これらの結果から、初見曲に対するピアノ未熟練者とピアノ熟練者の特徴としては、ピ
アノ未熟練者は 1つ 1つの情報に対してじっくりと見て演奏しているのに対し、ピアノ熟
練者は素早く目を動かし演奏していたことが予想される。では、初見曲に対して、ピアノ
未熟練者とピアノ熟練者はどのような視線行動パターンを示しているのだろうか。この点
に関して、図 8と図 9に結果を示した。
図₆．初見曲における平均眼球移動速度の差
図₇．初見曲における平均注視時間の差
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　その結果、ピアノ未熟練者は、楽譜よりも手元をより多く見ていた。一方でピアノ熟練
者は、手元よりも楽譜を多く見ながらも視点は手元の中間辺りに置いていたことが示され
た。以上のことから、初見曲に対するピアノ未熟練者は、弾き慣れた曲と比較してもさら
に視線行動が分散し、より 1つ 1つの情報抽出と行為に時間を掛け演奏していたことが示
された。ピアノ熟練者は弾き慣れた曲よりも中心に視点を置き、素早く目を動かしつつ演
図₈．初見曲における未熟練者の視線行動
図₉．初見曲における熟練者の視線行動
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奏していることが示された。これらの結果は、Truitt	et	al.,（1997）	の先行研究と類似し
た結果である。先行研究によると、初見曲を弾く場合、ピアノ熟練者は 1カ所に視点を固
定し眼球を高速度に移動させる（サッケード）ことを繰り返しており、周辺視を用いて情
報を抽出することでスムーズに曲を演奏することができることを明らかにしている。一方
でピアノ未熟練者は 1つ 1つに注意を向けるため、注視時間はおのずと長くなり、目と手
の連動を行うために、視線が分散してしまうという結果であった。したがって、周辺視野
と注意容量が影響しているために、このような結果が生じたと思われる。
　次に、以上の結果を踏まえ、ピアノ未熟練者に対する学習方略を提言していく。ピアノ
初学者に対して有効的な学習方略として、意識するべき点に対して言語による教示を具体
的に教授すること。また、ミスタッチしやすい箇所に関しては、注視時間を長くするよう
教示することが重要と思われる。さらに、読譜時に目印としやすい音程（オクターヴ、3
度音程、半音階など）を事前にマークし、注視すべき点を明確化することで読譜時間の短
縮化を図ることも有効的と思われる。なぜならば、具体的な教示や可視化した情報は、学
習を促進させることや注意を様々な個所に向けるのではなく、エクスターナルフォーカス
に向けさせることで効率的な視線行動を身につけパフォーマンスが安定することが明らか
にされているからである。したがって今後は、学習効果が促進される言語教示の在り方や
視覚教材の在り方を模索していきたい。しかし、n数も 1対 1と少ないため、その点も含
めより検証をしつつ、ピアノ初学者への学習方略について考えたい。
₅．まとめと今後の展開
　演奏時の視線の自覚について、課題 1で両者とも共通して答えていた「楽譜全体をなん
となく見ている」「楽譜上に書かれた事柄を見ている」意識と、実際の視線の使い方には
かなりの差違があることが分かった。初見曲が弾き慣れた曲として熟達していくにつれ、
程度の差はあれ未熟練者も熟練者も眼球移動速度は上がるが、ある点に対しての注視時間
が長くなる熟練者と短くなる未熟練者の間に大差が見られた。また両者とも視線行動の範
囲は拡大していくが、熟練者の方が熟達の過程でよりその範囲を拡げていくことが分かっ
た。熟練者が演奏時に頭に浮かべていた「メロディーラインが階名で鳴っている」ことも、
視線の揺らぎを抑え、注視を先導するための重要な手掛かりとなっていると考えられる。
　もちろん演奏時には眼球運動だけでなく、打鍵行為や音の聴取行為など、あらゆる運動
や行為が同時に絡み合わさりながら行われている。しかし初学の段階において特に意識を
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向けにくい「視線」という面からのアプローチによって、人間が情報収集できる視野角を
大きく超える範囲において行われるために生まれる演奏時の問題を軽減させ、保育者をは
じめとした短期間での基礎技術習得を必要とする奏者に対して大きく貢献できる可能性が
あることが分かった。もっとも、保育者が現場で注視すべきものは譜面上の音符ではなく、
現場の子どもたちである。視線行動や注意をインターナルフォーカスに向けるピアノ未熟
練者に対し、エクスターナルフォーカスに向けるピアノ熟練者は、ピアノを弾きながら子
どもたちへ向ける視線や、安全に配慮できるための視線を駆使することができるだろう。
　長岡（1960）は『ピアノの学習』のなかで、「本当に愛情のある教授とは、いかにして
ピアノをひくかを教えるより、いかにしてピアノを練習するかを教えることである」と述
べている。領域「表現」における音楽活動を支えるのに不足しない技術を身に付けさせる
ため、音楽Ⅰ（ピアノ）では「いかにしてピアノを練習すると、誰もが充分な成果が得る
ことができる」ひとつの方法として、視線特徴という面からの研究を今後も続けていきた
い。
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キーワード：視線行動，ピアノ，初学者，熟達
　子どもの音楽表現活動を支えるために保育者のピアノ技術は欠かせないもので
ありながら、保育者養成校に在籍するピアノ初学者の割合や、ピアノを使用した
音楽活動に苦手意識を持つ保育者は増え続けている。短期間のうちに現場が求め
るニーズに応え得る技術を身に付けるため、本稿では初学の段階において特に意
識を向けにくい「ピアノ演奏時における視線」という面から効率的なピアノの学
習方略を導き出すことを目的とした。
　熟練度による演奏時の視線特徴（眼球運動の平均移動速度・平均注視時間・視
線行動パターン）と被験者によるピアノ演奏時のアンケート調査から、未熟練者
と熟練者の間には視線の使い方に大きな差異があり、また同一被験者のなかでも
熟達の過程において視線の使い方を変化させていくことが明らかとなった。
　もっとも、保育者が現場で注視すべきものは譜面上の音符ではなく、現場の子
どもたちである。彼らへの音および音楽の質を保障し、保育者のピアノ演奏技能
に不足や不安が無いという余裕のなかから、より生き生きとした子どもの音楽表
現が生み出されることを期待したい。

